歴史地震研究会2015年度　第6回幹事会議事録
日時：2016年5月20日（金）17：00～19：00
場所：地震予知総合研究振興会会議室
出席者：松浦律子（会長）、小松原琢（副会長）、林能成、岡村健太郎、林豊、石辺岳男（以上、幹事）、北原糸子、諸井孝文（以上、監査役）
欠席：内田篤貴
１．財政委員会

1)　新規入会者の承認

　松浦会長から岩田克一氏の入会申請について報告があり承認した。その結果、現在の会員数は310名となった。
2． 行事委員会
1) プログラムについて下記のように決定した。
9月11日
虎舞鑑賞　14:00-14:30

ワークショップ　14:30-17:00
ポスターセッション(1)　17:15-17:45
9月12日
口頭発表(1)　9:00-12:15

昼休み  　　12:15-13:15

総会    　　13:15-14:15

ポスターセッション(2)  14:15-15:00
口頭発表(2)  15:00-18:15
懇親会　18:30-20:30

9月13日
巡検　10:00-
2) 会の準備については下記のように決定した。
・大槌町への後援依頼を岡村が行うとともに、事前の挨拶も行う。東大研究所については巡検途中で立ち寄ることを検討すべく、先方に打診する（岡村）。

・町長を懇親会にご招待する（岡村）。
・日本地震学会の後援を申請する。（担当：松浦）

・12日に開催する歴史地震研究会の懇親会がビュッフェスタイルになった場合はワークショップ参加者にも懇親会参加を呼びかける。
・予稿集の編集・印刷の担当は小松原。
・巡検資料は岡村。

3) 宿泊等の予約や手配について以下のように決定した。
・部屋割りについて、「はまぎく」は６部屋で確定。個人的に予約している人は別会計とのことを強調のうえ、確保している残りの部屋をキャンセルする。担当は小松原。

・バスは往路18人、復路24人で確定。バスの手配は岡村が担当し、WS前の町内巡検などをアレンジする。
・お弁当の手配も岡村が行う。
4) ワークショップのタイトル・内容について以下のことが決まった。
・タイトル案は「大槌町津波アーカイブに向けたワークショップ」。
・チラシを作成し、完成したらホームページに掲載してmushaでアナウンス（５月中の掲載を目標にする）。
・チラシには「虎舞」のことも入れる。
・「大会案内」も作成する。

・WSに呼ぶ2名の有識者の交通費・謝金は研究会が支払う。
・WSのサポートメンバーの交通費については岡村の研究費から支払う。
3． 編集出版委員会
「歴史地震」編集状況
　31号の編集は順調に進んでおり、5/20に校正を戻した。6月初旬には発送予定。
　あいさつ状、会費振込用紙を同封する。
４．広報委員会
ホームページの情報更新を行った。
大会のお知らせ第２報を地震学会ニュースレターに投稿予定（６月１０日）。
５．その他

次回、幹事会で規約変更の案をまとめる。
６．次回および次々回の幹事会の日程
2016年8月 10日 (水)、17時から振興会会議室
2016年9月9日（金）、17時から振興会会議室
